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被災地域情報化推進事業の補助金交付決定概要 
１． 情報通信技術利活用事業費補助金 

（単位：百万円） 

申請者 総事業費 補助金額 事業概要 

（１）東北地域医療情報連携基盤構築事業 

 宮城県 １，１７７ ３９２ 石巻医療圏、気仙沼医療圏において患者・住民の医

療・健康情報を安全かつ円滑に記録・蓄積・共有する

ための医療情報連携基盤等を構築。 

（３）被災地就労履歴管理システム構築事業費補助事業 

 福島県 福島市 １１４ ３８ 被災地における除染業務に係る安全衛生の確保や

就労履歴の正確な捕捉・管理を行うため、従事者の

就労履歴管理システムを構築。 

（５）スマートグリッド通信インターフェース導入事業 

 宮城県 仙台市 ２，４１９ ８０６ 復興公営住宅（4 棟・176 世帯）の HEMS（家庭エネル

ギー管理システム）や太陽光発電装置などを遠隔か

ら一括管理するシステム等を導入。 

福島県 会津若松市 ２７２ ９０ 一般世帯等（約 100 世帯）の HEMS（家庭エネルギー

管理システム）を遠隔から一括管理するシステム等を

導入。 

（６）災害に強い情報連携システム構築事業 

 青森県 三沢市 １６２ ５４ 緊急情報の自動発報のための、防災行政無線と有

線放送（ワンセグ放送含む）及びエリアメールの連動

機能の構築。 

福島県 ３６１ １２０ 県下市町村災害関連情報の一元管理配信機能及び

県内無線ネットワーク環境の構築。 

（７）自治体クラウド導入事業 

 岩手県 釜石市 １２３ ４１ 基幹系システムをクラウドへ移行するとともに、自庁

舎内と遠隔地にバックアップ環境を構築。 

岩手県 大槌町・普代村 ６８８ ２２９ 基幹系・内部系システムを、3 町村共同でクラウドへ

・野田村 移行。 

宮城県 七ヶ浜町 １２ ４ 基幹系システムをクラウドへ移行するとともに、自庁

舎内にバックアップ環境を構築。 

宮城県 色麻町 １９ ６ 基幹系システムをクラウドへ移行するとともに、自庁

舎内にバックアップ環境を構築。 

宮城県 涌谷町 ５９ １９ 基幹系システムをクラウドへ移行するとともに、自庁

舎内にバックアップ環境を構築。 

福島県 須賀川市 ２６４ ８８ 基幹系システムをクラウドへ移行するとともに、自庁

舎内にバックアップ環境を構築。 

福島県 古殿町 １２ ４ 基幹系システムをクラウドへ移行。 

福島県 小野町 １３５ ４５ 基幹系システムをクラウドへ移行するとともに、自庁

舎内にバックアップ環境を構築。 

福島県 葛尾村 １３ ４ 基幹系・内部系システムをクラウドへ移行するととも

に、自庁舎内に非常時用サーバを構築。 

※ 他の申請案件についても、別途追加で補助金交付決定を行う予定です。 

２．原子力災害避難住民等交流事業費補助金 
（単位：百万円）

 

 

申請者 総事業費 補助金額 備 考 

（１）ＩＣＴ地域のきずな再生・強化事業 

 福島県 南相馬市 ３６８ １２２ 市内にエリア放送網を整備するとともに、全国の避難

住 民 向 けにインターネットを活 用 した視 聴 環 境 を構

築。 

福島県 富岡町 １１４ ３８ 避難住民が有する情報端末に対して、３Ｇ回線を活

用して情報提供を実施。 

福島県 飯舘村 １２７ ４２ 避難住民が有する情報端末に対して、Wi-Fi、３G 回

線を利用した情報提供を実施。 

 


